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営業外収益（為替差益）の計上に関するお知らせ 

 

2026 年２月期第３四半期累計期間（2025 年３月１日～2025 年 11 月 30 日）において、下記のとおり

営業外収益（為替差益）を計上いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．営業外収益（為替差益）の計上 

2026年２月期第２四半期累計期間（2025年３月１日から2025年８月31日まで）に為替差益４百万

円を営業外収益に計上しておりましたが、外国為替相場の変動により2025年８月31日（第２四半期

末）に146.9円だった米ドルが、2025年11月30日（第３四半期末）には156.63円へと急激に円安進行

したため、2026年２月期第３四半期会計期間（2025年９月１日から2025年11月30日まで）におきま

して為替差益が596百万円発生しました。これは主として当社が保有する外貨預金の換算差額や為替

予約残高の時価評価による評価差益の発生によるものです。 

これにより、2026年２月期第３四半期累計期間（2025年３月１日から2025年11月30日まで）の為

替差益は601百万円となりました。 

 

２．業績にあたえる影響 

上記営業外収益（為替差益）の計上による業績への影響については、本日公開しました「2026年

２月期 第３四半期決算短信〔日本基準〕（非連結）」に反映しております。 

なお、今後の見通しにつきましては、為替差損益の額が為替相場の動向により変動することから、

今回計上による業績予想の見直しは行っておりません。 

今後、業績予想の修正が必要であると見込まれた場合には、速やかに開示いたします。 

 

以上 


